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1．はじめに
　福岡県宗像市の北西部海岸では，多くの魚介類
が水揚げされる鐘崎と神湊が有名であり，また両
地間にある砂丘地帯のさつき松原は研修，サイク
リング，海水浴等の場として多くの市民に利用
されている。この海岸は福岡教育大学から北西
約 10 km の場にあり，大学の様々な分野の講義
等教材として活用しやすい。自然地理学でもこれ
まで，地形（砂丘など），気候（偏形樹など）を
紹介するフィールドとして講義・実習に活用する
とともに，水文（沿岸流など）に関しては海岸の
漂着ゴミ調査を実施してきた。海流は，植物，動
物，文化など多様なモノを拡散させる一方で，海
岸の自然をも破壊する廃油ボールやプラスチック
廃棄物の漂着は深刻である 1）。漂着ゴミは，漂流
ゴミ，海洋ゴミ，海ゴミ，海洋浮遊ゴミとも呼ば
れ，近年は，マイクロプラスチックが生態系に与
える影響が注目されることが多い 2）。また漂着ゴ
ミに関する報告 3-6）はローカルな課題を扱う反面，

グローバルな海洋循環の一部という視点を持つ報
告 7-10）も多い。一方，海岸漂着物には遠方から到
達した異国情緒あふれる物もあり，人々の関心を
高め，ビーチコーミング（beach combing）の余
暇活動もなされる 11,12）。
　現在，持続可能な地球社会の実現を目指す国
際共同研究のプラットフォーム（Future Earth）
に対し，日本でも持続可能な開発目標（SDGs）
を見据えた様々な取り組みがなされている 13）。
その SDGs のターゲットの一つとして，「2025 年
までに海洋ゴミや富栄養化を含む，特に陸上活動
による汚染など，あらゆる種類の海洋汚染を防止
し，大幅に削減する」もあり 14），漂着ゴミ調査
は最近の教育目標に沿う実践と考えられる。そこ
で，2001 年以降継続してきた宗像市の海岸での
漂着ごみ調査の結果をここで記録し，その特徴と
変化を整理し，さらに宗像市の漂着ゴミの教材化
への利点と今日の課題を整理する。

抄　　録
　宗像市のさつき松原で 2001 年から 2018 年の各年 1 回を目安に漂着ゴミの調査を実施した。漂着ゴミは
ペットボトル，空き缶，洗剤容器，紙・ビニール片，ガラス瓶，その他ごみとして用途・素材，由来国別
に分類して集計した。漂着ゴミは 100 m 当たり約 111 個であり隔年の変動が激しい。漂着ゴミの国別割合
は，高い順に日本，韓国，中国であり，海外由来，特に韓国と中国の割合は年々増加しており，2018 年現
在で日本は約 50% である。用途・素材別では，ペットボトルと紙・ビニール片の割合が高く，次いで空き
缶，洗剤容器，ガラス瓶である。漂着ゴミは，観察頻度の低い国の観察年から，海流の変化や自然災害の影
響を識別できるため，“自然環境と防災”の観点で教材化できる可能性がある。漂着ゴミは，個数推移がリ
サイクル率や降水量などと緩やかな相関が認められるため，持続可能な社会を構築するための空間的な課題
を“生活圏の調査と地域の展望”の観点から，水系を軸に教材化すれば効果的と思われる。
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2．実践及び調査方法
2．1　実習の概要と漂着ゴミ調査の位置づけ
　高等学校教諭免許（地理歴史）用の選択科目「自
然地理学実習」の中で，宗像市の海岸「さつき松
原」をフィールドとする実習を実施した（図 1）。
砂丘地形や偏形樹に加え，前浜，後浜，砂浜，礫
浜など海岸地形を学習させる（写真 1）。写真 1
では前浜，後浜の陸側縁に漂着ゴミが残されてお
り，前者が潮汐での満潮位，後者が暴浪時の高潮
位を示すことを説明する。最後に漂着ゴミを調査
し，用途・素材，国別に特徴を確認させる。

2．2　漂着ゴミ調査方法と実施年
　漂着ゴミは，用途・素材別にペットボトル，空
き缶，洗剤容器，紙・ビニール片，ガラス瓶，そ
の他ごみに区分した。ペットボトルは，水や清涼
飲料水など飲料用のものである。空き缶はビール
やジュースなどの飲料用のものである。洗剤容器
はプラスチック製の容器で様々な形状がある。紙・
ビニール片は包装用のもので，元形状の半分以上
が残されたものを数える。ガラス瓶は，漬物，ジャ
ムなどの食料用，栄養ドリンクやアルコールなど
飲料用がある。その他ごみは，漁業用のウキや消
毒液容器，ライター，家電製品など上記分類項目
に入らないものとする。また，由来に関しては国
別に日本，韓国，中国，その他，国不明を区分した。
　海岸にそって歩き用途・素材，国別に漂着ゴミ
の個数を数え，調査区間の延長を歩測で求めた。
調査は，2001 年から 2018 年まで各年主に冬季 1
回とし，受講生の無かった 2 ヶ年の欠落をはさみ
18 年間継続した。2003 と 2005 年は年度内に 2 回
記録した。

2．3　解析と検討の流れ
　漂着ゴミに関し種類と由来国の個数と変化を整
理する。その結果を踏まえ，漂着ゴミ調査に関す
る既存報告から宗像市での教材化への展望を検討
する。

3．漂着ゴミの調査結果
3．1　記録全体と種類の紹介
　表 1 は調査結果の年別一覧である。その他につ
いては個数右に国名を付した。調査区間は 214 m
～ 476 m，漂着ゴミ個数は 125 個～ 657 個と幅が
ある。この記録条件の相違から，本報告では個数
とともに種類や割合に重点を置く議論を進める。
　区分毎に典型的な漂着ゴミを示す（写真 2）。
ペットボトルは果汁，茶，炭酸飲料の用途が中心
である（写真 2（1））。空き缶は，果汁，ビールを
含む炭酸飲料の用途が中心である（写真 2（2））。
　洗剤容器は，プラスチック性の各種形状のも
のが見られる（写真 2（3））。紙・ビニール片は，
特にビニール製の食品包装用が中心である（写真
2（4））。ガラス瓶は，栄養ドリンク用が中心でま
れにアルコール飲料用がある（写真 2（5））。そ
の他ごみとして，漁具（イカ釣の集魚灯（写真
2（6）），ウキ（写真 2（7）））と，プラスチック
製の青タンク（写真 2（8））が見られる。この青
タンクは，2017 年 3 月 4 日の朝日新聞朝刊「日
本海沿岸にポリタンク 島根，最多の 2348 個 一
部から強酸性液体」によれば，韓国で養殖海苔の
網の消毒に使用される薬液を入れるもので，日本
海沿岸には冬場を中心に漂着するとされる。2005
年に初めて確認したが，その後も時折青タンクの
漂着があった。
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図 1　調査場所 写真 1　海岸地形と漂着ゴミ
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表 1　調査結果の年別一覧

写真 2　典型的な漂着ゴミ
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3．2　漂着ゴミの個数と国別割合
　図 2 は漂着ゴミの個数の経年変化を示したもの
である。調査区間が毎回異なるため，漂着ゴミの
個数は 100 m 当たりとした。結果は 100 m 間で
37.9 個（2010 年）～ 231.4 個（2015 年）間を変
動し増減傾向が不明瞭だが，平均すると 111.2 個
である。変動の背景には調査当日の参加人数，取
り組み度，天気，調査日直前の海岸清掃や台風の
有無等が考えられる。ただ日本国内由来の漂着ゴ
ミの個数は減少傾向のように見える。
　漂着ゴミの個数を，その他を除き国別の割合で
見る（図 3）。2001 年から 2006 年頃には，日本の
漂着ゴミは全体の約 80% を占めていたが，徐々に
割合は低下し 2018 年には約 50% となった。一方
韓国は，当初約 15% だったが，徐々に割合が増加
し現在は約 30% となった。中国も若干増加傾向に
あり現在約 15% を占めるが韓国ほどではない。
　このように，宗像市の漂着ゴミは 100 m 当た
り約 111 個漂着しているが，割合の多い順に日

本，韓国，中国であり，2018 年現在で日本の割
合は 50% まで低下し，海外由来の割合は年々増
加している。

3．3　種別国別変遷
　漂着ゴミの種別割合の変遷を確認する（図 4）。
年ごとの割合変化は大きいが，平均すると高い
順に，ペットボトルは 33.7%，紙・ビニール片は
32.7%，空き缶は 7.3%，洗剤容器は 5.1%，ガラス
瓶は 4.3%，その他ごみは 16.8% で，ペットボト
ルと紙・ビニール片の割合が高い。ただ，紙・ビ
ニール片は約 50% から 20% へ，空き缶は約 27％
から数 % へと低下傾向にあり，ペットボトルは
約 30％から 20% へ一度低下し後 50% へ上昇する。
洗剤容器とガラス瓶の割合は約 5% 前後で安定し
ている。
　ペットボトルの国別割合（図 5）では，現在ま
で日本が約 90% から 40% に激減する一方，韓国と
中国は合計で約 20% から約 60% へ激増した。特に
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図 2　調査年別の漂着ゴミの個数 図 3　調査年別の国別割合

図 4　調査年別の漂着ゴミの種別割合 図 5　調査年別のペットボトルの国別割合
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現在の韓国のペットボトルの割合は日本に匹敵す
る。紙・ビニール片の国別割合（図 6）では，日
本は約 80% から 60% へ微減，韓国は約 10% から
30% へ急増，中国は約 5% から 10% へ微増した。
なお空き缶の種別割合の低下は，韓国と中国の数
が少ないため，日本の数の減少が直接要因である。
　このように宗像市の漂着ゴミはペットボトルと
紙・ビニール片の割合が高く次いで空き缶，洗剤
容器，ガラス瓶の順となる。前 2 者の割合変化
は，ともに日本が減少し，韓国と中国の割合が増
加する傾向が明瞭である。

4．漂着ゴミの社会科教材としての可能性
　これまで漂着ゴミを題材とする教育に関する報
告 15-17）では，理科での環境教育を念頭に置いた
ものが多い。ここでは高等学校社会科の地理総合
を意識した教材化への展望をまとめる。

4．1　“自然環境と防災”の観点
　本調査においては韓国と中国以外にも，頻度は
低いが様々な国の漂着ゴミが確認された（表 2）。
暖流の黒潮は九州南部で東西に分かれ，西は対馬
海流となって日本海東部へ流入するため南からの
物を，北から日本海西部に流入する寒流のリマン
海流は北からの物を運搬する。これが宗像市の漂
着ゴミに，多くの国を確認できる背景にある。
　日本より北方の国由来の漂着ゴミの例では，
2007 年以前に比べ観察頻度は低下したが，ロシ
アのアルコール用のビン（写真 3（1））が確認さ
れることが多い。これらは日本国内で消費された
ものが流出した可能性も否定できないが，2017
年には日持ちしない牛乳パック（写真 3（2））も
確認されており，当該ビンの多くはロシア由来と

考えられる。
　日本より南方の国を見る。A 台湾～ベトナム，
B タイ～インドで分けてみると，2005 年，2011-
15 年 は A，2003 年，2005-7 年，2017-18 年 が B
の国々が多く，両者はあまり重ならない。これは
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図 6　調査年別の紙・ビニール片の国別割合

表 2　調査年別の頻度が低い国の漂着ゴミ数

写真 3　頻度が低い国の漂着ゴミの例
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年ごとの海流の向きや強さに漂着ゴミが影響を
強く受けていることを示すと思われる。中でも
2005-7 年の漂着ゴミに注目する。2005 年 11 月の
みインドの漂着ゴミ（写真（3））が見られた。他
2005 年と 2006 年では，インドネシアとタイとマ
レーシア由来の漂着ゴミが集中して確認された。
このような集中はそれ以外の年では生じていな
い。これは時期的に考えて 2004 年スマトラ島沖
地震で海岸付近より流出した被災地域からのゴミ
が，海流に運ばれて日本まで到達した可能性が高
い。同様の現象は 2011 年東北地方太平洋沖地震
後に太平洋東岸に関し多数の新聞報道があった。
なおアメリカ，カナダ，ノルウエー，イギリス，
南アフリカは遠方であり，また輸入され国内で消
費されたゴミの可能性もあるため，ここでは参考
にとどめる。
　このように，観察頻度の低い国の漂着ゴミの経
年変化から，単年度の観察では判断しにくい課
題，つまり海流の変化や自然災害の影響を識別で
き“自然環境と防災”の観点から教材化できる可
能性がある。

4．2　“生活圏の調査と地域の展望”の観点
　漂着ゴミに占める日本由来の漂着ゴミの割合は
減少傾向だが，傾向が見えにくい個数の減少に関
しリサイクル率でそれを確認する。ペットボトル
のリサイクル率に関し，PET ボトルリサイクル
推進協議会 a）のデータを，空き缶のリサイクル
率に関し，アルミ缶はアルミ缶リサイクル協会 b）

の，スチール缶はスチール缶リサイクル協会 c）

のデータを，ガラス瓶のリサイクル率に関し，ガ
ラスびん 3R 促進協議会 d），一般社団法人産業環
境管理協会資源・リサイクル促進センター e），株
式会社環境保全サービス f），環境省 g）のリサイク
ル率に関するデータを使用し図 7 を作成した。尚，
ガラス瓶のリサイクル率は，リターナブル瓶の回
収率ではなく，ガラス瓶の生産量に示すカレット

（砕かれたガラス）使用量の割合を使用した。
　図 7 によれば 2001 年にアルミ缶，スチール缶，
ガラス瓶のリサイクル率は 80% 前半であったが，
2017 年には 90％を越えた。特にガラス瓶のリサ
イクル率は 2012 年以降 100% に近い。一方，ペッ
トボトルのリサイクル率は 2001 年に僅か 44%
だったが，その後年約 4% ずつ増加し 2012 年に
は 90% を越えた。2017 年現在では約 90% で安定
している。このリサイクル率の向上は漂着ゴミの
起源の個数が減少したことを意味する。
　さらに個数の多いペットボトルを例に考察を進

める。図 7 を図 3 や図 5 と比較すれば，リサイク
ル率の 2012 年までの向上は漂着ゴミの日本の割
合のその頃までの減少に，その後のリサイクル率
の安定は日本の漂着ゴミの割合の小さな変化によ
く対応している。つまり図 3 と 5 の 2006 年頃か
ら日本の漂着ゴミ割合の低下が始まり，2009 年
頃に低下から低率安定に転じた傾向が，図 7 のグ
ラフ傾向によく一致する。実際，日本では 2006
年に容器包装リサイクル法改正があり 2008 年に
完全施行が行われた h）。これはリサイクル率の向
上により漂着ゴミを確実に減らせたことを示す。
一方で，現在みられるリサイクル率の高止まりと
漂着ゴミ個数等の下げ止まりは，今後原因究明と
対策が必要な，ある程度のゴミの河川流出が生じ
る社会システムのほころび（歩止り）の存在も示
す。
　ゴミのリサイクル活動が今日ほど十分ではな
かった約 20 年前に，山田（2000）18）は，河川内
のゴミ状況を調査した。その結果，豪雨で河川内
のゴミ数が減少するため，水系全体で下流へのゴ
ミ移動があり，またゴミの種類や降雨強度により
その移動に特徴があることを示している。そして
水系を通じて河川本流を下るゴミは，河口から海
へ流出し漂着ゴミの起源となる。現在リサイクル
率は格段に向上したが，河川内にゴミが散乱する
状況はある。そこで漂着ゴミ個数に関し調査期間
の降水量との相関を確認してみる。
　図 8 は気象庁の過去の気象データ検索 i）から，
宗像市の 2001 年から 2018 年の年平均気温・年降
水量と，漂着ゴミの個数（個 /100 m）との関連
を示した分散図である。線形で近似直線を求め，
その数式と R-2 乗値を付した。宗像市の場合，年
平均気温と年降水量ともにばらつきは大きいが，
おおよそ負の相関を示す。つまり年平均気温が低
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図 7　ゴミ種別のリサイクル率
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い年，あるいは年降水量が少ない年には，漂着ゴ
ミの個数が多い。年平均気温よりも年降水量の方
が漂着ゴミの個数との相関が強いことがわかっ
た。調査対象地域は，近傍の河川からの平常のゴ
ミ流出で漂着ゴミが賄われるものが，降水量の多
い年は豪雨時に沿岸流の影響範囲を越えて，遠方
流出することを反映している可能性がある。ただ
河川からの流出と海岸漂着までの過程がまだ十分
に調査されていないため，この図 8 に示す相関の
背景は今後の検討課題としたい。
　まとめれば，宗像市の漂着ゴミの個数はリサイ
クル率と明瞭な相関があり，また気温や降水量と
も緩やかな相関が見られた。このため，リサイク
ル率と海岸の漂着ゴミの経年変化から，個々では
判断しにくい環境問題の解決，すなわち持続可能
な社会を構築するための空間的な課題を“生活圏
の調査と地域の展望”の観点から，両者を水系で
接続し教材化すれば効果的となる可能性がある。
たとえば今後，高等学校社会科の地理総合で，海
岸の漂着ゴミの経年変化やゴミのリサイクル率を
取り上げることが十分可能と思われる。

5．まとめ
　宗像市の海岸での約 20 年間の漂着ゴミ調査結
果を分析し以下のことが明らかとなった。なお
漂着ゴミは，ペットボトル，空き缶，洗剤容器，
紙・ビニール片，ガラス瓶，その他ごみとして用
途・素材別に区分し調査した。
　1）漂着ゴミは 100 m 当たり約 111 個漂着して
いるが，日本の漂着ゴミは減少傾向に見える。割
合の多い順に日本，韓国，中国であり，海外由来
漂着ゴミの割合は年々増加する半面，日本の割合
は 2018 年現在で 50% にまで低下した。
　2）漂着ゴミはペットボトルと紙・ビニール片
の割合が高く次いで空き缶，洗剤容器，ガラス瓶

である。前 2 者の割合変化は，ともに日本が減少
し，韓国と中国の割合が増加する傾向にある。
　3）観察頻度の低い国の漂着ゴミから，単年度
の観察では判断しにくい海流の変化や自然災害の
影響を識別でき“自然環境と防災”の観点から教
材化できる可能性がある。
　4）漂着ゴミの個数はリサイクル率と明瞭な相
関があり，また気温や降水量とも緩やかな相関が
ある。このためリサイクル率と海岸の漂着ゴミの
経年変化と両者の水系での接続から，持続可能な
社会を構築するための空間的な課題を“生活圏の
調査と地域の展望”の観点から，教材化すれば効
果的と思われる。
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